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よ
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（177）　日常的被虐待者による殺人と正当防衛

　
　
　
は
じ
め
に

　
経
済
、
精
神
な
ど
の
面
で
周
縁
化
さ
れ
た
社
会
的
被
抑
圧
者
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
集
約
す
る
。
な
か
で
も
、
身
近
な
者
か

ら
日
常
的
に
虐
待
さ
れ
る
（
被
害
）
者
が
、
犯
罪
（
加
害
）
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

転
じ
る
こ
と
は
、
ま
れ
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
ま
ず
、
そ
の
一
例

と
し
て
、
夫
か
ら
殴
打
さ
れ
る
妻
を
取
り
上
げ
、
こ
の
妻
に
よ
る

加
害
行
為
へ
の
法
的
対
応
を
検
討
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
こ
の
対

応
を
日
常
的
被
虐
待
者
一
般
に
拡
大
し
、
適
用
す
る
。

　
日
本
で
は
一
九
九
四
年
に
、
暴
力
ず
く
め
の
約
六
年
間
の
婚
姻

生
活
の
す
え
、
妻
が
夫
を
殺
す
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
。
こ
の

妻
は
、
そ
の
直
前
ま
で
の
約
三
時
間
、
夫
か
ら
暴
行
さ
れ
、
頭
蓋

骨
と
肋
骨
を
骨
折
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
殺
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
田
　
久
　
美
　
子

と
考
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
横
に
な
っ
た
夫
の
首
を
刺
し
た
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

判
決
は
過
剰
防
衛
だ
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
少
な
く
と
も
、
一
年
問
に
数
百
万
人
、
一
八
秒

に
一
人
、
全
女
性
の
一
〇
分
の
一
が
、
配
偶
者
か
ら
殴
打
さ
れ
て

　
（
3
）い
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
虐
待
者
の
就
寝
中
な
ど
平
静
な
時
期
に
、

虐
待
者
を
殺
す
者
も
い
る
。
こ
の
殺
人
は
、
被
殴
打
女
性
症
候
群

（
g
罧
雪
＆
≦
o
目
彗
ω
着
宇
o
ヨ
①
）
理
論
を
用
い
て
、
自
己
防

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

衛
（
眈
黒
と
黒
雪
器
）
行
為
と
さ
れ
う
る
。

　
で
は
、
日
本
で
こ
の
理
論
を
用
い
て
、
平
静
期
の
殺
人
の
違
法

性
を
阻
却
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
ア
メ
リ
カ
法
を
検
討
し
た

後
に
、
日
本
で
の
正
当
防
衛
成
立
の
可
能
性
を
探
る
。

　
（
1
）
　
た
と
え
ぱ
、
女
性
が
犯
す
犯
罪
に
は
、
被
書
者
的
特
質
が
あ
る
。
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岡
田
久
美
子
（
一
九
九
四
）
。

（
2
）
　
名
古
屋
地
判
平
成
七
年
七
月
一
一
日
判
時
一
五
三
九
号
一
四
三

　
頁
。
（
3
）
睾
書
冒
宍
．
（
嚢
蜆
）
P
M
一
ω
一
ら
コ
君
景
宍
・
（
一
嚢
）
℃
・

　
ω
竃
一
｝
『
o
ミ
貝
カ
．
（
；
8
）
p
①
雷
．

（
4
）
．
睾
ω
§
：
－
≧
①
；
§
、
．
墨
竃
（
書
血
＝
萎
）
・

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
被
殴
打
女
性
症
候
群
と

自
己
防
衛

（
一
）
　
被
殴
打
女
性
症
候
群
（
B
W
S
）

　
B
W
S
理
論
の
提
唱
者
ウ
ォ
ー
カ
ー
に
よ
る
と
、
男
性
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

配
偶
者
へ
の
暴
力
に
は
、
三
つ
の
時
期
が
あ
る
。
最
初
は
緊
張
形

成
期
で
あ
り
、
男
性
が
軽
い
殴
打
を
行
う
。
女
性
は
怒
り
を
打
ち

消
し
、
そ
の
一
方
で
男
性
を
鎮
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
罪
悪
を
感
じ

る
。
緊
張
が
爆
発
す
る
と
重
大
な
殴
打
が
起
こ
り
、
女
性
は
傷
害

を
負
わ
さ
れ
る
。
女
性
は
抵
抗
せ
ず
、
嵐
が
過
ぎ
去
る
の
を
待
つ
。

抵
抗
は
暴
力
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
重
大
な
殴

打
が
止
む
と
、
悔
恨
と
愛
情
の
時
期
が
来
る
。
女
性
は
虐
待
者
の

許
し
乞
い
を
受
け
入
れ
、
別
れ
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
の
三
つ
の
時

期
は
、
周
期
的
に
繰
り
返
さ
れ
る
。

　
こ
の
暴
力
周
期
を
経
験
し
、
状
況
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い

と
信
じ
た
女
性
は
、
「
学
習
さ
れ
た
無
力
さ
」
と
い
う
心
理
状
態

に
陥
る
。
「
無
力
だ
と
い
う
信
念
に
女
性
が
ひ
と
た
び
操
ら
れ
る

と
、
そ
の
認
識
は
現
実
化
し
、
彼
女
は
受
動
的
で
、
従
属
的
で
、

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

『
無
力
な
』
者
に
な
る
」
。
こ
の
よ
う
な
女
性
は
、
無
力
さ
ゆ
え
に

虐
待
関
係
か
ら
逃
れ
ら
れ
ず
、
虐
待
者
に
殺
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
と
信
じ
る
。

　
B
W
S
理
論
は
、
暴
力
周
期
と
そ
の
効
果
「
学
習
さ
れ
た
無
力

　
　
　
　
　
（
7
）

さ
」
を
描
写
す
る
。
B
W
S
は
、
「
生
活
の
な
か
で
支
配
的
男
性

か
ら
長
期
に
わ
た
っ
て
身
体
的
お
よ
び
精
神
的
に
虐
待
さ
れ
た
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
〕

性
に
見
ら
れ
る
一
連
の
共
通
し
た
特
徴
」
で
あ
り
、
「
脅
か
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

た
人
間
が
異
常
で
危
険
な
状
況
に
対
し
て
示
す
正
常
な
反
応
」
で

あ
る
。
暴
力
周
期
を
二
度
以
上
体
験
し
た
女
性
が
、
「
殴
打
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

る
女
性
」
と
定
義
さ
れ
る
。

　
こ
の
理
論
は
、
サ
ン
プ
ル
数
の
不
足
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
．
グ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

ー
プ
の
未
使
用
、
調
査
者
の
誘
導
な
ど
の
点
が
批
判
さ
れ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蜆
）

こ
れ
を
な
お
有
効
と
す
る
反
論
が
あ
る
。

　
B
W
S
は
、
自
己
防
衛
の
成
否
を
左
右
す
る
。
そ
の
問
題
を
検

討
す
る
前
提
と
し
て
、
自
己
防
衛
法
の
概
略
を
次
に
述
ぺ
る
。

（
5
）
ミ
邑
ぎ
・
ト
』
．
（
お
お
）
．
幸
與
弄
雪
一
F
向
1
（
ε
o
o
卜
）
．

前
者
の
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（179）　日常的被虐待者による殺人と正当防衛

　
訳
書
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
力
－
・
L
・
E
（
斎
藤
学
監
訳
・
穂
積
由
利

　
子
訳
）
（
一
九
九
七
）
『
パ
タ
ー
ド
ウ
ー
マ
ン
　
虐
待
さ
れ
る
妻
た

　
ち
』
金
剛
出
版
が
あ
る
。

（
6
）
峯
姜
o
『
一
－
』
．
（
一
竃
）
P
ミ

（
7
）
　
同
時
に
、
殴
打
さ
れ
る
女
性
が
虐
待
関
係
に
留
ま
る
そ
の
他
の

　
要
因
と
し
て
、
虐
待
者
の
所
有
欲
ゆ
え
の
社
会
的
孤
立
、
警
察
の
援

　
助
の
欠
如
、
経
済
力
・
職
業
的
技
能
の
欠
如
な
ど
を
提
示
す
る
。

　
ら
暑
O
募
一
声
（
－
畠
O
。
）
署
．
ト
S
－
き
ド

（
8
）
ω
§
：
1
窒
ぎ
§
声
匿
ω
①
簑
ご
（
Z
こ
」
婁
）
．

一
9
一
妻
ξ
・
一
F
向
．
（
嚢
o
）
ぎ
曇
ぎ
的
卜
。
§
§
｝
b
§
一
．

　
ミ
、
き
§
§
肉
ミ
s
ミ
包
き
§
吻
s
膏
ミ
勾
“
畠
§
象
o
．
亀
．
o
篶
＆

　
ぎ
＞
ま
胃
ω
彗
一
戸
p
彗
o
刃
窒
旦
－
＞
邑
①
『
ω
雪
一
＞
．
（
冨
竃
）
p

　
曽
ω
．

（
1
0
）
　
ミ
o
寿
彗
一
－
－
向
．
（
ε
S
）
P
■
く
－

（
1
1
）
　
冒
后
ヨ
彗
一
P
F
（
－
畠
①
）
暑
．
①
9
－
窪
㌣
ω
o
ぎ
君
一
勾
．
『

　
g
回
F
（
冨
漫
）
o
o
．
畠
l
s
l

（
1
2
）
　
ら
目
君
『
亘
声
（
－
竃
o
。
）
P
ム
o
べ
ー

（
二
）
　
自
己
防
衛

　
①
正
当
化
と
免
責

　
ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
は
、
犯
罪
構
成
要
素
が
存
在
し
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

一
定
の
抗
弁
が
認
め
ら
れ
れ
ぱ
、
被
告
人
の
罪
責
は
否
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
法
の
違
法
阻
却
と
責
任
阻
却
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
正

当
化
と
免
責
の
区
別
が
あ
る
。
従
来
こ
の
区
別
に
は
実
益
な
し
と

　
　
（
M
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
重
視
す
る
者
も
い
る
。
両
者
の
違
い
は
、
次

　
　
　
　
（
1
6
）

の
点
に
あ
る
。

．
第
一
に
、
正
当
化
は
、
行
為
者
と
同
じ
状
況
に
あ
る
他
者
の
侵

害
行
為
を
も
正
し
い
と
す
る
が
、
免
責
は
、
特
定
個
人
に
の
み
認

め
ら
れ
る
。
第
二
に
、
正
当
化
が
利
益
衡
量
を
行
う
の
に
対
し
、

免
責
は
こ
れ
を
明
示
し
な
い
。
第
三
に
、
正
当
化
は
公
衆
を
名
宛

人
と
し
て
、
禁
止
例
外
を
作
り
出
す
が
、
免
責
は
行
為
者
の
責
任

を
評
価
す
る
側
に
宛
て
ら
れ
、
禁
止
を
解
く
こ
と
は
な
い
。

　
つ
ま
り
、
行
為
状
況
ゆ
え
に
行
為
が
正
し
け
れ
ぱ
（
行
為
が
）

正
当
化
さ
れ
、
行
為
は
誤
っ
て
い
る
が
行
為
者
の
特
徴
ゆ
え
に
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

難
で
き
な
い
と
き
（
行
為
者
が
）
免
責
さ
れ
る
。
行
為
に
十
分
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎎
）

根
拠
が
あ
る
か
否
か
を
最
重
視
す
る
者
も
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岨
）

　
自
己
防
衛
の
抗
弁
は
、
現
在
は
一
般
的
に
正
当
化
事
由
と
さ
れ
る
。

　
②
自
己
防
衛
の
一
般
規
則

　
一
般
に
自
己
防
衛
は
、
死
ま
た
は
重
大
な
人
身
侵
害
の
危
険
が

急
迫
し
て
い
る
と
被
告
人
が
合
理
的
に
信
じ
、
不
法
な
有
形
力
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

対
抗
す
べ
く
合
理
的
有
形
力
を
用
い
た
と
き
に
成
立
す
る
。

　
各
要
件
を
見
る
と
、
ま
ず
実
際
の
攻
撃
は
必
要
で
は
な
く
、
危

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
刎
）

険
の
急
迫
性
を
合
理
的
に
信
じ
る
こ
と
を
要
す
る
（
急
迫
性
）
。
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た
だ
し
、
危
険
の
急
迫
性
（
ぎ
邑
；
具
）
で
は
な
く
、
即
時
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

（
弐
冒
＆
ミ
Φ
）
を
要
件
と
す
る
州
も
あ
る
。
ま
た
、
急
迫
す
る

攻
撃
に
合
理
的
に
均
衡
す
る
有
形
力
の
行
使
が
可
能
だ
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
も
、
そ
の
行
使
の
必
要
性
を
合
理
的
に
信
じ
れ
ば
よ
い

　
　
　
　
　
　
＾
鴉
）

（
有
形
力
の
均
衡
性
）
。
こ
こ
で
最
も
重
要
な
の
は
「
合
理
的
信

念
」
で
あ
り
、
．
そ
の
合
理
性
を
判
断
す
る
基
準
が
問
題
に
な
る
。

　
こ
の
基
準
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。
「
客
観
的
基
準
」
は
、

通
常
人
（
『
竃
ω
o
冨
巨
o
ヨ
竃
）
が
、
被
告
人
と
同
じ
状
況
下
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

防
衛
の
必
要
性
を
感
じ
た
か
否
か
を
問
う
。
「
主
観
的
基
準
」
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

防
衛
が
必
要
だ
と
被
告
人
が
真
正
に
信
じ
た
こ
と
だ
け
を
求
め
る
。

大
多
数
の
州
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
基
準
を
折
衷
し
、
被
告
人
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

人
の
視
点
を
、
あ
る
程
度
採
り
入
れ
る
。
こ
の
「
混
合
的
基
準
」

は
、
被
告
人
と
同
じ
状
況
に
い
る
通
常
人
、
す
な
わ
ち
、
被
告
人

が
見
た
も
の
を
見
、
知
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
通
常
人
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

防
衛
を
必
要
と
し
た
か
否
か
を
閻
題
と
す
る
。

　
さ
ら
に
、
相
手
の
有
形
力
が
不
法
と
い
え
る
た
め
に
は
、
被
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴉
）

人
は
最
初
に
攻
撃
し
て
は
な
ら
な
い
（
最
初
の
攻
撃
者
の
規
則
）
。

州
に
よ
っ
て
は
、
攻
撃
か
ら
の
安
全
な
退
避
が
可
能
な
と
き
、
被

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

告
人
は
退
避
を
要
求
さ
れ
る
（
退
避
義
務
）
。

　
以
上
の
要
件
を
充
た
せ
ぱ
、
自
己
防
衛
が
成
立
す
る
。
被
告
人

の
信
念
と
外
部
的
事
実
が
一
致
し
な
い
場
合
で
も
、
そ
の
信
念
が

合
理
的
で
あ
れ
ぱ
よ
い
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
に
正
当
化
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

の
か
、
あ
る
い
は
免
責
さ
れ
る
の
か
は
、
争
わ
れ
る
。
被
告
人
の

信
念
と
外
部
的
事
実
が
一
致
せ
ず
、
そ
の
信
念
が
非
合
理
的
な
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
釧
）

合
は
、
不
完
全
な
自
己
防
衛
と
さ
れ
る
。

　
次
に
、
殴
打
さ
れ
る
女
性
と
自
已
防
衛
法
と
の
関
わ
り
、
B
W

S
が
ど
の
よ
う
に
採
用
さ
れ
う
る
か
を
検
討
す
る
。

（
1
3
）
　
木
村
光
江
（
一
九
九
二
）
ニ
ハ
六
頁
、
奈
良
俊
夫
（
一
九
九

　
五
）
二
三
八
頁
以
下
。

（
1
4
）
　
ω
§
①
く
－
－
9
呈
〇
一
員
ω
蟹
Z
．
奉
．
ぎ
o
。
＝
（
Z
1
P
－
畠
ω
）
一

　
佐
伯
仁
志
（
一
九
九
三
）
五
六
頁
、
奈
良
俊
夫
（
一
九
九
五
）
二
三

　
八
頁
以
下
。

（
1
5
）
　
宛
o
9
；
o
P
「
＝
．
（
－
畠
N
）
一
〇
『
竃
畠
妻
巴
戸
ヌ
．
（
－
畠
卜
）
・

（
1
6
）
　
ヨ
9
〇
一
一
雪
一
ρ
勺
－
（
ε
o
o
ω
）
℃
o
．
S
†
S
o
o
I

（
1
7
）
　
向
x
．
カ
o
巨
畠
昌
㌔
1
声
（
－
竃
N
）
o
P
昌
㌣
曽
o
・

（
1
8
）
　
O
；
昌
o
ミ
竺
r
声
（
ε
o
o
杜
）
．

（
1
9
）
睾
葦
妻
・
一
く
．
≦
（
一
嚢
）
o
P
嚢
、
馨
一
フ
レ
ツ
チ
ャ

　
ー
・
G
・
P
（
一
九
九
一
）
四
一
頁
以
下
。
た
だ
し
、
刃
o
窒
P
O
．

　
－
．
（
－
竃
o
）
は
、
目
己
防
衛
を
免
實
事
由
と
す
る
。

（
2
0
）
　
向
宍
1
O
『
①
画
o
戸
P
［
1
（
－
㊤
o
0
N
）
O
P
①
－
↓
．
Φ
N
①
一
勺
竺
藺
q
目
－
団
P
H
ア

　
■
．
（
ε
O
・
①
）
O
P
竃
ω
－
S
ム
．
殴
打
さ
れ
る
女
性
の
問
題
に
関
連
し
て
、

　
自
己
防
衛
の
各
要
件
を
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
森
本
陽
葵
（
一
九
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九
四
）
。

（
刎
）
　
O
『
o
団
o
戸
P
－
1
（
－
o
o
0
N
）
P
①
N
－
二
≦
－
巨
9
－
O
く
斥
ダ
ー
≦
－
（
－
o
o
o
べ
）

　
O
P
冨
8
一
冒
昌
一
ら
；
O
『
亘
宍
．
（
；
O
O
O
O
）
P
§
印
急
迫
性
を
必
要

　
性
の
判
断
要
索
と
す
る
見
解
に
、
ω
g
o
暑
一
勾
．
『
o
こ
一
．
（
5
違
）

　
看
．
①
午
8
が
あ
る
。
模
範
刑
法
典
　
三
・
〇
四
条
（
1
）
は
、
反

　
撃
が
「
即
時
に
必
要
で
あ
る
と
信
じ
」
る
こ
と
を
求
め
る
。
法
務
省

　
刑
事
局
（
一
九
六
四
）
三
六
頁
。

（
2
2
）
　
急
迫
性
は
即
時
性
よ
り
も
時
間
的
幅
が
広
い
と
さ
れ
る
こ
と
が

　
多
い
。
峯
鍔
三
〇
q
彗
一
声
（
冨
㊤
－
）
o
■
ト
ー
戸
冒
后
ご
o
．
両
者
が
同
義

と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
睾
里
害
斥
三
1
＞
．
声
O
．
（
畠
↓
ω
一
P

　
①
↓
①
．

（
蝸
）
　
O
『
①
団
o
戸
　
P
　
－
．
（
－
o
o
0
N
）
　
O
P
　
①
M
M
I
①
N
蜆
一
「
O
o
ミ
き
　
＞
．
｝
．

　
（
－
畠
一
）
o
p
窒
－
雪
一
5
コ
℃
o
ユ
ω
一
声
（
－
竃
o
o
）
p
亀
2

（
2
4
）
ら
；
o
身
』
．
（
曇
。
。
）
署
－
卜
；
ム
＝
．

（
2
5
）
　
向
9
o
q
昌
彗
一
U
．
－
．
（
冨
o
o
①
）
P
①
違
．

（
2
6
）
葦
胴
昌
彗
』
－
（
一
婁
）
o
1
｛
o
㊤
一
忌
至
。
君
彗
三
二
幕

　
－
o
ミ
（
岩
8
）
p
冨
o
o
9

（
2
7
）
　
向
洪
．
ω
訂
8
く
．
ミ
彗
；
き
蜆
竃
甲
匿
蜆
畠
（
峯
凹
争
」
岨
ミ
）
．

（
2
8
）
O
§
身
P
［
－
（
一
§
）
戸
婁
一
示
ξ
昌
亘
穴
．
（
嚢
。
・
）
惇

　
ト
窪
1

（
2
9
）
　
彗
暑
o
ユ
9
声
（
－
竃
o
。
）
暑
．
卜
彗
よ
窒
一
ζ
品
巨
①
q
彗
一
＝
1

　
（
お
彗
）
O
P
誉
0
1
亀
O
．

（
3
0
）
　
正
当
化
と
す
る
も
の
と
し
て
、
竃
o
易
P
ω
。
－
■
（
島
8
）
P
①
§

免
責
と
す
る
も
の
に
は
、
宛
o
9
冨
g
一
勺
．
声
（
冨
o
．
N
）
暑
．
M
竈
－

違
〇
一
ω
3
8
く
・
「
9
彗
〇
一
貝
ω
震
弄
ミ
ー
匿
O
。
＝
（
之
．
P
－
竃
ω
）

　
な
ど
が
あ
る
。

（
3
1
）
　
こ
の
場
合
、
部
分
的
に
免
責
さ
れ
、
謀
殺
罪
が
意
図
的
故
殺
罪

　
に
軽
減
さ
れ
る
。
9
雷
o
F
O
■
－
．
（
－
竃
N
）
O
P
①
ω
㎝
■
富
3
－
O
①
ミ
デ

＞
・
声
（
－
畠
↓
）
O
P
さ
－
轟
一
ζ
O
『
器
一
ω
1
』
．
（
－
竃
O
）
P
①
S
．
模
範

刑
法
典
三
．
〇
九
条
は
、
殺
人
が
必
要
だ
と
過
失
に
よ
っ
て
信
じ
た

場
合
、
過
失
致
死
罪
と
す
る
。
法
務
省
刑
事
局
（
一
九
六
四
）
四
八

頁
。

（
三
）
　
殴
打
さ
れ
る
女
性
と
自
己
防
衛

　
①
提
案
さ
れ
る
合
理
性
基
準

　
以
上
の
自
己
防
衛
法
は
、
殴
打
さ
れ
る
女
性
の
殺
人
状
況
を
無

視
す
る
と
批
判
さ
れ
る
。
こ
の
法
が
、
同
等
な
カ
を
も
つ
者
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肥
）

の
突
然
の
攻
撃
を
想
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
現
実
に
は
、
女

性
は
男
性
よ
り
も
身
体
が
小
さ
く
、
闘
争
に
憤
れ
な
い
た
め
、
男

性
か
ら
の
素
手
に
よ
る
攻
撃
に
、
武
器
を
用
い
て
対
抗
せ
ざ
る
を

え
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
法
の
下
で
は
、
素
手
の
攻
撃
に
武
器

で
対
抗
す
る
の
は
不
合
理
な
た
め
、
殴
打
さ
れ
る
女
性
の
用
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴉
）

有
形
力
も
ま
た
、
不
合
理
と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
不
当
と
し
て
、
合

理
性
判
断
の
新
基
準
を
設
け
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
る
。

　
提
案
さ
れ
る
基
準
に
は
、
次
の
三
つ
が
あ
る
。
「
性
に
中
立
な

基
準
」
は
、
個
々
人
の
違
い
や
能
力
を
考
慮
し
、
個
人
の
視
点
を
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（
拠
）

導
人
す
る
。
し
か
し
、
殴
打
さ
れ
る
女
性
の
弱
さ
を
強
調
し
、
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舶
）

テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
補
強
す
る
と
批
判
さ
れ
る
。

　
「
通
常
の
殴
打
さ
れ
る
女
性
の
基
準
」
は
｝
通
常
の
殴
打
さ
れ

る
女
性
が
同
じ
状
況
で
ど
の
よ
う
に
行
為
し
た
か
を
見
る
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

際
、
被
告
人
の
属
性
、
経
験
、
B
W
S
の
存
否
が
考
慮
さ
れ
る
。

こ
れ
に
は
、
新
し
い
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
作
る
も
の
で
あ
り
、
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
釧
）

法
の
平
等
保
護
に
反
す
る
と
の
批
判
が
あ
る
。
こ
の
基
準
を
支
持

す
る
者
は
、
反
論
す
る
。
殴
打
さ
れ
る
女
性
と
同
じ
状
況
に
あ
る

通
常
人
が
、
同
じ
認
識
・
対
応
を
示
す
な
ら
ば
、
自
已
防
衛
が
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鎚
）

め
ら
れ
る
た
め
、
差
別
は
な
い
と
。

　
「
通
常
の
女
性
の
基
準
」
は
、
女
性
と
い
う
集
団
に
基
礎
を
置

い
て
、
個
々
の
被
告
人
お
よ
び
殴
打
さ
れ
る
女
性
一
般
の
合
理
性

　
　
　
（
ヨ
9
）

を
考
え
る
。
こ
の
基
準
も
ま
た
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
補
強
や
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仙
）

等
違
反
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
提
案
に
対
し
、
基
準
の
新
設
を
不
要
と
し
て
、
主
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

的
要
素
を
含
む
一
般
的
基
準
の
採
用
を
求
め
る
者
や
、
従
来
の
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
犯
）

義
の
下
で
の
B
W
S
理
論
の
利
用
を
可
能
と
す
る
者
も
い
る
。
こ

の
よ
う
な
立
場
の
者
は
、
伝
統
的
自
己
防
衛
法
へ
の
B
W
S
の
適

用
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
②
被
殴
打
女
性
症
候
群
（
B
W
S
）
の
自
己
防
衛
へ
の
関
連
性

　
虐
待
者
を
そ
の
平
静
期
に
殺
し
た
女
性
が
自
己
防
衛
を
主
張
す

る
と
き
、
B
W
S
が
提
示
さ
れ
る
。
B
W
S
一
般
、
そ
し
て
被
告

人
が
こ
れ
を
呈
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
專
門
家
が
証
言
す
る
。

そ
の
目
的
は
、
陪
審
に
被
告
人
の
殺
人
状
況
を
理
解
さ
せ
、
そ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

に
身
を
お
い
て
合
理
性
判
断
を
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

　
B
W
S
を
導
入
す
る
に
は
、
自
已
防
衛
の
要
件
が
、
危
険
の

「
即
時
性
」
で
は
な
く
、
「
急
迫
性
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要

　
　
　
　
　
　
（
似
）

だ
と
す
る
者
が
い
る
。
し
か
し
、
後
者
が
前
者
よ
り
時
問
的
幅
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

広
い
と
し
て
も
、
両
者
と
も
過
去
の
出
来
事
を
含
み
は
し
な
い
。

B
W
S
の
導
人
、
お
よ
び
そ
の
目
的
達
成
が
可
能
に
な
る
か
否
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
価
）

は
、
信
念
の
合
理
性
基
準
の
解
釈
し
だ
い
で
あ
る
。

　
合
理
性
判
断
の
客
観
的
基
準
の
下
で
は
、
被
告
人
の
視
点
か
ら

そ
の
行
為
を
考
え
る
こ
と
を
し
な
い
た
め
、
B
W
S
の
導
入
は
否

　
　
　
（
〃
）

定
さ
れ
る
。
逆
に
、
主
観
的
要
素
を
採
り
入
れ
て
合
理
性
を
判
断

す
る
と
き
、
B
W
S
の
導
入
が
実
現
し
、
過
去
に
受
け
た
虐
待
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎎
）

証
拠
と
し
て
用
い
る
こ
と
も
で
き
る
。
B
W
S
の
自
己
防
衛
へ
の

関
連
性
を
認
め
る
者
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
に
各
要
件
が
充
足
さ

仏
苧

　
『
W
S
証
言
か
ら
、
暴
力
周
期
と
こ
の
暴
力
の
効
果
が
示
さ
れ

る
。
被
告
人
は
、
こ
の
よ
う
な
暴
力
を
受
け
た
結
果
、
虐
待
者
の
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わ
ず
か
な
動
作
や
脅
迫
か
ら
そ
の
攻
撃
性
を
読
み
取
り
、
自
分
の

生
存
が
脅
か
さ
れ
る
と
信
じ
る
。
ゆ
え
に
、
虐
待
者
の
平
静
な
時

期
に
、
死
ま
た
は
重
大
な
人
身
侵
害
の
危
険
が
急
迫
し
て
い
る
こ

と
、
お
よ
ぴ
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
有
形
力
の
行
使
が
必
要
な

こ
と
を
、
合
理
的
に
信
じ
る
。
身
体
の
大
き
さ
や
強
さ
な
ど
条
件

の
違
い
を
考
慮
す
れ
ぱ
、
武
器
の
使
用
が
唯
一
の
防
衛
手
段
だ
と

被
告
人
が
信
じ
る
こ
と
も
、
合
理
的
で
あ
る
。

　
ま
た
B
W
S
を
呈
し
た
女
性
は
、
虐
待
者
の
平
静
な
時
期
が
、

自
分
の
身
を
守
る
唯
一
の
機
会
だ
と
合
理
的
に
信
じ
る
。
こ
の
状

況
で
は
、
被
告
人
は
最
初
の
攻
撃
者
で
は
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
女

性
は
、
そ
の
無
力
さ
ゆ
え
に
逃
げ
ら
れ
な
い
。
警
察
な
ど
の
援
助

は
な
く
、
逃
げ
よ
う
と
す
れ
ば
よ
り
ひ
ど
く
暴
行
さ
れ
う
る
。
こ

の
よ
う
な
被
告
人
は
、
安
全
に
退
避
で
き
な
い
。

　
B
W
S
の
自
己
防
衛
へ
の
関
連
性
を
否
定
す
る
者
に
よ
る
と
、

過
去
の
殴
打
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
、
有
形
力
が
必
要
だ
と
の
信
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

が
、
合
理
的
に
な
る
と
い
う
。
ウ
ォ
ー
力
ー
は
こ
れ
に
反
論
す
る
。

単
に
暴
行
さ
れ
て
き
た
と
い
う
事
実
だ
け
で
は
、
不
十
分
で
あ
る
。

自
己
防
衛
の
成
否
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
の
は
、
暴
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

が
女
性
の
精
神
状
態
に
も
た
ら
す
効
果
で
あ
る
と
。

　
③
被
殴
打
女
性
症
候
群
（
B
W
S
）
と
刑
事
裁
判

　
B
W
S
に
関
す
る
専
門
家
誕
言
は
、
ア
メ
リ
カ
の
刑
事
裁
判
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朋
）

お
い
て
、
許
容
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
一
九
九
〇
年
現
在
、
こ
の
証
言

の
許
容
性
を
問
題
に
し
た
二
六
州
の
う
ち
、
一
七
州
が
こ
れ
を
許

　
（
5
3
）

容
し
た
。
一
九
九
一
年
ま
で
に
、
B
W
S
を
証
拠
と
す
る
立
法
を

三
州
が
行
っ
た
。
一
九
九
二
年
に
は
連
邦
議
会
が
、
法
的
拘
束
力

は
な
い
も
の
の
両
院
共
同
決
議
に
よ
づ
て
、
こ
の
証
拠
を
連
邦
刑

事
裁
判
で
許
容
す
べ
き
と
の
意
思
を
示
し
た
。
一
九
九
四
年
現
在
、

こ
の
証
拠
を
用
い
た
抗
弁
の
確
立
を
、
ほ
と
ん
ど
の
裁
判
所
が
認

　
　
＾
別
）

め
て
い
る
。

（
3
2
）
O
睾
〇
一
8
ヨ
雪
房
ぎ
；
①
5
妻
（
ε
8
）
署
－
冨
富
－
5
奉

（
3
3
）
　
ω
｝
畠
己
①
『
』
’
奉
（
－
竃
o
）
o
P
竃
－
－
8
ω
．

（
3
4
）
ω
o
；
き
雪
一
向
－
≦
（
－
畠
o
）
o
戸
8
㌣
窪
9

（
3
5
）
　
…
匝
；
ヌ
く
．
≦
（
－
竃
。
。
）
P
蜆
↓
－
－

（
3
6
）
ら
暑
o
『
亘
声
（
－
竃
o
。
）
暑
．
ム
畠
－
亀
M
1

（
3
7
）
　
ζ
品
巨
o
q
彗
一
＝
－
（
お
彗
）
暑
－
仁
亀
－
宣
ム
ー

（
3
8
）
　
ら
；
o
H
貝
声
（
－
竃
o
。
）
o
」
N
N
1

（
鎚
）
　
O
『
O
o
斥
o
『
一
　
勺
．
　
「
’
　
（
－
o
o
o
與
）
　
O
P
　
　
－
㎝
o
I
－
蜆
ω
一
　
ω
↓
団
一
〇
　
く
ー

　
奉
彗
『
o
ヌ
蜆
畠
甲
墨
蟹
o
o
（
ξ
蟹
＝
」
o
ミ
）
．

（
4
0
）
　
竃
凹
；
員
＜
．
≦
（
－
竃
。
。
）
P
竃
ω
1
　
　
　
　
　
’

（
4
1
）
　
ζ
品
巨
容
P
声
（
冨
ε
）
P
宣
印

（
4
2
）
雲
鼻
奉
＞
．
彗
α
害
一
頁
↓
．
－
1
（
嚢
†
。
・
蜆
）
o
l
§
』
9
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至
8
昌
彗
p
巴
二
訂
－
姜
（
－
㊤
§
署
冨
竃
－
冨
o
①
1

（
4
3
）
ω
｝
冨
己
o
H
』
．
声
（
冨
竃
）
o
P
轟
㌣
轟
卜

（
4
4
）
　
竃
品
三
〇
日
彗
一
声
（
お
2
）
毫
－
｛
－
†
ξ
9

（
4
5
）
ω
9
o
毫
ら
－
『
9
単
（
；
塞
）
P
睾

（
4
6
）
零
窒
o
『
一
〆
－
カ
．
（
－
8
。
。
）
o
P
N
蜆
〒
畠
N
－

（
4
7
）
　
零
o
峯
員
声
声
（
－
竃
o
。
）
o
－
N
㎝
－
．

（
4
8
）
　
里
o
目
9
o
ミ
㌔
－
（
ε
竃
）
o
ラ
竃
M
－
o
睾

（
4
9
）
香
暑
o
『
亘
穴
．
（
－
竃
。
。
）
暑
．
杜
8
－
宝
二
塁
9
o
目
P
P
－

　
（
－
8
o
）
署
」
3
㌣
富
竈
一
一
〕
o
き
一
〇
〇
≡
彗
房
巨
；
①
ピ
婁
（
－
岨
§

　
毫
－
旨
O
．
O
⊥
蟹
ド

（
5
0
）
　
ω
昌
o
君
ら
ら
．
9
與
一
．
（
畠
㊤
ト
）
o
戸
ご
－
↓
蜆
．

（
5
1
）
ミ
巴
ぎ
『
一
ピ
．
印
（
冨
竃
）
P
墨
N
－

（
駆
）
　
O
O
寓
①
9
0
’
［
－
（
－
o
o
o
ω
1
0
0
一
）
P
ω
o
9

（
5
3
）
竃
凹
募
o
戸
ω
’
ρ
（
冨
8
）
暑
．
－
8
†
；
奉

（
5
4
）
ξ
昌
一
ρ
－
（
冨
畠
）
P
ミ
一
＞
o
o
9
ω
．
P
（
ε
違
）
o
P
旨
①
，

　
○
箪
B
W
S
は
自
己
防
衛
に
関
連
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

　
が
、
強
制
（
U
冒
鶉
吻
）
の
抗
弁
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

（
四
）
検
　
討

　
B
W
S
理
論
は
、
欠
点
は
あ
る
が
、
そ
の
有
効
性
を
認
め
ら
れ

て
い
る
。
自
己
防
衛
法
に
お
い
て
、
主
観
的
要
素
を
考
慮
し
て
合

理
性
を
判
断
す
れ
ば
、
こ
の
理
論
を
採
用
で
き
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
自
己
防
衛
の
成
否
は
、
行

為
の
正
当
性
に
か
か
る
た
め
、
客
観
的
な
判
断
が
望
ま
れ
よ
う
。

し
か
し
、
合
理
性
判
断
の
い
わ
ゆ
る
客
観
的
基
準
は
、
真
に
客
観

的
で
は
な
い
。
そ
こ
で
は
、
被
告
人
の
状
況
を
理
解
し
な
い
傍
観

者
が
、
そ
の
知
識
の
み
に
照
ら
し
、
傍
観
者
側
の
主
観
的
な
判
断

を
す
る
。
真
に
客
観
的
な
判
断
を
す
る
に
は
、
こ
の
傍
観
者
が
被

告
人
の
状
況
を
知
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
い
わ
ゆ

る
主
観
的
要
素
、
す
な
わ
ち
、
被
告
人
の
個
別
事
情
お
よ
び
類
似

状
況
に
い
る
者
が
一
般
に
示
す
認
識
・
反
応
を
考
慮
し
、
合
理
性

判
断
を
す
べ
き
で
あ
る
。
個
別
事
惰
と
は
、
た
と
え
ば
、
身
体
的

な
大
き
さ
や
強
さ
な
ど
の
特
徴
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
拘
束
な
ど

の
社
会
的
経
験
、
虐
待
お
よ
び
援
助
者
の
有
無
な
ど
の
外
的
環
境

で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
自
己
防
衛
法
へ
の
批
判
は
、
客
観
的
基
準
を
用
い
た

場
合
へ
の
批
判
で
あ
る
。
主
観
的
要
素
を
考
慮
し
、
欠
落
し
て
い

た
視
点
を
補
え
ば
、
こ
の
法
は
、
殴
打
さ
れ
る
女
性
の
殺
人
事
例

に
的
確
に
対
応
で
き
る
。
B
W
S
ば
単
に
、
殴
打
さ
れ
る
状
況
に

あ
る
者
の
正
常
な
認
識
・
反
応
を
示
す
。
女
性
に
限
定
適
用
さ
れ

る
と
の
印
象
を
与
え
る
点
で
名
称
が
不
適
切
な
だ
け
で
あ
り
、
新

し
い
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
み
な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
B
W

S
は
、
信
念
の
合
理
性
、
ひ
い
て
は
自
己
防
衛
の
成
否
に
関
連
す
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（185）　日常的被虐待者による殺人と正当防衛

る
。
こ
れ
は
殴
打
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
者
に
一
般
的
に
生
じ
る
認

識
・
反
応
で
あ
る
。
B
W
S
を
呈
し
て
い
る
と
断
言
で
き
な
い
場

合
に
は
、
個
別
事
情
を
考
慮
し
て
合
理
性
を
判
断
す
れ
ば
よ
い
。

　
自
己
防
衛
状
況
に
つ
い
て
の
「
合
理
的
信
念
」
を
要
件
と
す
る

ア
メ
リ
カ
法
で
は
、
そ
の
合
理
性
を
示
す
た
め
に
B
W
S
を
用
い

る
。
日
本
の
正
当
防
衛
法
は
、
ア
メ
リ
カ
法
と
要
件
が
異
な
る
た

め
、
こ
れ
と
同
じ
構
成
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
主
観
的
要
素
を

考
慮
し
て
真
に
客
観
的
な
判
断
を
す
る
点
は
、
日
本
法
に
示
唆
を

与
え
る
。
B
W
S
お
よ
び
個
別
事
情
を
、
違
法
性
判
断
に
採
り
入

れ
る
こ
と
で
、
正
当
防
衛
状
況
そ
の
も
の
が
認
め
ら
れ
う
る
。
ま

た
B
W
S
理
論
は
、
殴
打
さ
れ
る
女
性
だ
け
で
な
く
、
日
常
的
に

虐
待
さ
れ
る
す
べ
て
の
者
に
、
適
用
す
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
示
す
た
め
、
以
下
、
日
常
的
被
虐
待
者
に
よ
る
平
静
期

の
殺
人
に
つ
い
て
、
日
本
で
の
正
当
防
衛
の
成
否
を
考
え
る
。

二

日
本
に
お
け
る
日
常
的
被
虐
待
者
に
よ
る

殺
人
と
正
当
防
衛

　
　
－
下
館
事
件
を
例
と
し
て

（
一
）
　
下
館
事
件
の
概
要

　
一
九
九
一
年
九
月
、
茨
城
県
下
館
市
内
の
ア
パ
ー
ト
で
、

一
人

の
タ
イ
人
女
性
が
殺
さ
れ
た
。
殺
し
た
の
は
、
同
じ
ア
パ
ー
ト
に

住
む
三
名
の
タ
イ
人
女
性
で
あ
る
。

　
弁
護
側
の
主
張
お
よ
び
三
女
性
の
手
記
に
よ
る
と
、
こ
の
三
女

性
の
う
ち
一
名
は
同
年
三
月
に
、
二
名
は
八
月
に
、
国
際
人
身
売

買
に
よ
っ
て
来
日
し
た
。
祖
国
で
窮
乏
す
る
家
族
を
助
け
る
た
め

仕
事
を
斡
旋
し
て
も
ら
っ
た
は
ず
が
、
日
本
に
到
着
後
、
売
春
を

強
制
さ
れ
た
。
三
女
性
は
そ
れ
ぞ
れ
架
空
の
借
金
三
五
〇
万
円
を

背
負
わ
さ
れ
、
同
じ
境
遇
に
あ
る
他
の
タ
イ
人
女
性
と
と
も
に
、

ア
パ
ー
ト
の
一
室
に
寝
起
き
さ
せ
ら
れ
た
。
三
女
性
は
常
に
、
極

め
。
て
粗
暴
な
ボ
ス
女
性
に
監
視
さ
れ
て
い
た
。
ボ
ス
は
三
女
性
に

対
し
、
武
器
を
用
い
た
暴
力
を
ふ
る
い
、
「
逃
げ
れ
ぱ
殺
す
、
家

族
も
殺
す
」
と
脅
迫
し
、
執
鋤
な
罵
り
を
繰
り
返
し
た
。
三
女
性

は
逃
げ
よ
う
に
も
、
地
理
が
分
か
ら
ず
、
日
本
語
は
で
き
ず
、
金

銭
も
パ
ス
ポ
ー
ト
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
警
察
と
ヤ

ク
ザ
が
伸
間
だ
と
信
じ
込
ま
さ
れ
、
頼
れ
る
者
も
い
な
か
っ
た
。

　
こ
の
生
活
か
ら
逃
れ
る
た
め
、
三
女
性
は
就
寝
中
の
ボ
ス
を
殺

・
し
た
。
三
女
性
は
殺
人
の
後
、
パ
ス
ポ
ー
ト
が
入
っ
て
い
る
ボ
ス

の
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
逃
げ
た
。
逃
走
後
わ
か
う
た
の
だ
が
、
バ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朋
〕

グ
に
は
現
金
約
七
〇
〇
万
円
が
入
っ
て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
検
察
側
は
、
金
品
強
奪
の
意
思
が
殺
人
前
に
存
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在
し
た
と
し
て
、
三
女
性
へ
の
強
盗
殺
人
罪
の
適
用
お
よ
び
無
期

懲
役
刑
を
求
め
た
。
第
一
審
で
は
、
強
盗
殺
人
罪
が
適
用
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舶
）

三
女
性
に
は
懲
役
一
〇
年
が
言
い
渡
さ
れ
た
。

　
弁
護
側
は
控
訴
し
、
次
の
点
を
主
張
し
た
。
第
一
に
、
適
正
を

欠
く
通
訳
に
よ
る
自
白
調
書
の
採
用
が
法
令
違
反
で
あ
り
、
こ
の

調
書
に
基
づ
く
強
盗
殺
人
の
認
定
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、

本
件
殺
人
が
、
監
禁
に
対
す
る
防
衛
行
為
で
あ
る
こ
と
。
第
三
に
、

量
刑
が
不
当
で
あ
る
こ
と
。

　
控
訴
審
裁
判
所
は
、
弁
護
側
主
張
の
第
一
お
よ
ぴ
第
二
の
点
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訂
）

斥
け
た
が
、
原
判
決
を
量
刑
不
当
と
し
、
懲
役
八
年
を
宣
告
し
た
。

第
二
の
点
を
裁
判
所
が
斥
け
た
理
由
は
、
強
盗
目
的
の
殺
害
ゆ
え

に
急
迫
性
が
な
い
こ
と
、
結
果
の
重
大
性
と
防
衛
の
利
益
を
対
比

す
れ
ば
や
む
を
得
な
い
行
為
で
は
な
い
こ
と
、
だ
っ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
弁
護
側
の
主
張
す
る
事
実
に
基
づ
き
、
こ
の
事
件

に
正
当
防
衛
が
成
立
し
う
る
か
否
か
を
検
討
す
る
。
ま
ず
日
本
の

従
来
の
理
論
で
可
能
な
解
釈
を
示
し
た
後
に
、
B
W
S
理
論
を
用

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

い
た
解
釈
を
提
示
す
る
。

（
5
5
）
　
本
件
に
つ
い
て
は
、
加
城
千
波
弁
護
士
の
好
意
に
よ
り
、
裁
判

　
資
料
を
閲
読
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
三
女
性
の
手
記
と
は
、
上
申
書

　
お
よ
ぴ
弁
謹
人
宛
の
手
紙
で
あ
る
。

（
硫
）
　
水
戸
地
下
妻
支
判
平
成
六
年
五
月
二
三
日
判
例
集
未
登
載
。

（
5
7
）
東
京
高
判
平
成
八
年
七
月
一
六
日
判
例
集
未
登
載
。

（
5
8
）
　
な
お
、
本
件
お
よ
び
B
W
S
を
紹
介
し
、
被
告
人
の
心
理
状
態

　
が
日
本
の
正
当
防
衛
判
断
に
関
係
し
う
る
と
す
る
も
の
と
し
て
、
村

　
井
敏
邦
（
一
九
九
五
）
。

（
二
）
　
従
来
の
理
論

　
①
監
禁
に
対
す
る
防
衛
行
為

　
本
件
で
ま
ず
問
題
な
の
は
、
殺
人
時
に
不
正
の
侵
害
が
急
迫
し

て
い
た
か
否
か
、
急
迫
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う

な
不
正
の
侵
害
な
の
か
で
あ
る
。
次
に
、
殺
人
が
防
衛
の
た
め
の

行
為
で
あ
る
か
、
さ
ら
に
必
要
か
つ
相
当
な
も
の
で
あ
る
か
が
問

わ
れ
る
。

　
本
件
被
害
者
は
三
女
性
に
対
し
、
日
常
的
に
暴
行
・
脅
迫
を
加

え
て
い
た
。
ま
た
他
の
タ
イ
人
女
性
を
殴
打
し
、
三
女
性
を
罵
り
、

架
空
の
借
金
を
増
や
す
な
ど
、
心
理
的
圧
迫
を
加
え
て
い
た
。
さ

ら
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
り
上
げ
、
金
銭
の
所
持
や
他
人
と
の
交
流

を
許
さ
ず
、
三
女
性
の
移
動
を
妨
げ
て
い
た
。
こ
の
状
況
は
、
暴

行
・
脅
迫
を
手
段
と
し
、
恐
怖
心
を
利
用
し
、
こ
の
状
況
か
ら
脱

す
る
た
め
の
物
理
的
手
段
を
奪
っ
た
監
禁
状
態
で
あ
る
。
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（187）　日常的被虐待者による殺人と正当防衛

　
被
害
者
の
就
寝
中
に
も
三
女
性
は
、
逃
げ
よ
う
と
す
れ
ば
、
被

害
者
が
目
を
覚
ま
し
た
と
き
に
暴
行
さ
れ
る
と
恐
れ
て
い
た
。
被

害
者
は
、
三
女
性
の
恐
怖
心
を
利
用
し
て
監
禁
状
態
を
作
り
出
し

　
　
　
　
　
（
5
9
）

て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
監
禁
状
態
は
、
監
視
者
の
就
寝
中
に
も

　
　
（
6
0
）

継
続
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
殺
人
時
に
不
正
の
侵
害
は
現
在

し
て
い
た
。

　
継
続
す
る
違
法
な
監
禁
状
態
か
ら
脱
す
る
三
女
性
の
行
為
は
、

防
衛
行
為
と
し
て
の
適
格
性
を
有
し
て
い
る
。
殺
人
は
、
監
禁
状

態
か
ら
脱
す
る
た
め
の
手
段
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
脱
出
行
為
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

て
な
さ
れ
た
本
件
殺
人
は
、
監
禁
に
対
す
る
防
衛
行
為
で
あ
る
。

　
三
女
性
は
自
分
の
身
を
守
ろ
う
と
し
て
お
り
、
防
衛
の
認
識
が

存
在
し
て
い
た
。
か
り
に
憤
激
・
興
奮
な
ど
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㏄
）

そ
れ
に
よ
っ
て
、
た
だ
ち
に
防
衛
の
意
思
を
欠
く
こ
と
は
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
監
禁
と
い
う
急
迫
不
正
の
侵
害
が
存
在
し
、

殺
人
が
こ
れ
に
対
す
る
防
衛
行
為
で
あ
る
こ
と
に
、
疑
い
は
な
い
。

た
だ
こ
の
場
合
に
は
、
対
応
手
段
と
し
て
の
柑
当
性
に
問
題
が
あ

る
た
め
、
過
剰
防
衛
に
は
な
り
え
て
も
、
正
当
防
衛
ま
で
は
成
立

し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
本
件
被
害
者
に
よ
る
暴
行
・
脅
迫
が
、
監

禁
状
態
下
で
な
さ
れ
た
こ
と
に
留
意
す
る
と
き
、
こ
れ
ら
不
正
の

侵
害
も
ま
た
、
急
迫
性
を
有
す
る
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
、
次
に
述
べ
る
。

　
②
監
禁
手
段
と
し
て
の
暴
行
・
脅
迫
に
対
す
る
防
衛
行
為

　
三
女
性
に
対
す
る
監
禁
は
、
暴
行
・
脅
迫
を
手
段
と
す
る
。
殺

人
時
に
は
、
被
害
者
が
就
寝
中
だ
っ
た
た
め
、
暴
行
・
脅
迫
は
過

去
（
ま
た
は
将
来
）
の
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。
た
し
か
に
、
暴

行
・
脅
迫
と
い
う
犯
罪
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
終
了
し
た
の
は
、
過

去
の
時
点
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
犯
罪
と
し
て
の
暴
行
・
脅
迫
は

終
了
し
て
も
、
そ
の
侵
害
性
は
継
続
し
う
る
。
監
禁
状
態
が
継
続

し
、
暴
行
・
脅
迫
の
頻
発
が
不
可
避
的
な
状
況
で
は
、
身
体
お
よ

び
自
由
へ
の
侵
害
効
果
、
た
と
え
ば
恐
怖
心
の
増
大
が
、
平
静
期

に
も
続
く
か
ら
で
あ
る
。
本
件
を
客
観
的
・
事
実
的
状
況
か
ら
判

断
す
る
と
き
、
暴
行
・
脅
迫
に
よ
る
侵
害
は
現
在
し
て
い
る
。
本

件
殺
人
は
、
急
迫
す
る
暴
行
・
脅
迫
に
対
す
る
防
衛
行
為
で
も
あ

る
。　
本
件
殺
人
の
防
衛
手
段
と
し
て
の
相
当
性
に
つ
い
て
は
、
暴

行
・
脅
迫
の
生
命
侵
害
の
危
険
性
が
、
そ
の
判
断
資
料
に
な
る
。

被
害
者
に
よ
る
日
常
的
な
暴
行
が
、
武
器
を
用
い
た
殴
打
を
含
む

こ
と
、
三
女
性
と
そ
の
家
族
を
殺
す
と
の
脅
迫
内
容
が
、
被
害
者

の
背
後
組
織
に
よ
づ
て
現
実
化
し
う
る
こ
と
か
ら
す
れ
ぱ
、
こ
れ

ら
暴
行
・
脅
迫
に
よ
る
生
命
侵
害
の
危
険
性
は
、
極
め
て
高
い
。
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こ
の
よ
う
に
生
命
の
危
険
を
生
ぜ
し
め
る
不
正
の
侵
害
が
、
本

件
殺
人
時
に
は
急
迫
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
殺
人
と
い
う
防

衛
手
段
を
も
っ
て
対
抗
す
る
こ
と
は
、
相
当
で
あ
る
。

　
本
件
平
静
期
の
殺
人
に
つ
い
て
、
従
来
の
理
論
で
は
、
監
禁
事

実
の
存
在
に
よ
り
、
正
当
防
衛
が
成
立
し
う
る
。
で
は
、
か
り
に

監
禁
状
態
が
存
在
す
る
と
評
価
さ
れ
な
い
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か

こ
の
場
合
に
も
、
被
告
人
ら
の
主
観
的
要
素
を
違
法
性
判
断
に
採

り
入
れ
、
そ
の
な
か
で
B
W
S
を
用
い
れ
ぱ
正
当
防
衛
が
成
立
す

る
こ
と
を
、
以
下
に
述
べ
る
。

（
5
9
）
　
物
理
的
に
脱
出
が
可
能
で
も
、
後
難
に
対
す
る
恐
怖
心
を
利
用

　
し
て
脱
出
を
阻
め
ぱ
、
監
禁
罪
は
成
立
す
る
。
最
決
昭
和
三
四
年
七

月
三
日
刑
集
二
二
巻
七
号
一
〇
八
八
頁
な
ど
。

（
6
0
）
　
最
判
昭
和
二
四
年
二
亘
二
〇
日
刑
集
三
巻
一
二
号
二
〇
三
六

　
頁
。
（
6
1
）
　
監
禁
状
態
か
ら
脱
す
る
た
め
の
殺
人
行
為
を
、
急
迫
不
正
の
侵

害
に
対
す
る
防
衛
行
為
と
認
め
た
例
と
し
て
、
東
京
高
判
昭
和
六
一

年
二
一
月
二
三
日
判
時
二
エ
ハ
八
号
一
五
四
頁
、
津
地
判
平
成
六
年

　
八
月
一
八
日
判
例
集
未
登
載
（
い
わ
ゆ
る
桑
名
事
件
）
が
あ
る
。

（
6
2
）
最
判
昭
和
五
〇
年
一
一
月
二
八
日
刑
集
二
九
巻
一
〇
号
九
八
三

　
頁
な
ど
。

（
三
）
　
新
た
な
理
論

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
B
W
S
理
論
は
そ
の
名
称
ゆ
え
に
、

殴
打
さ
れ
る
女
性
に
限
定
適
用
さ
れ
や
す
い
。
し
か
し
、
殴
打
さ

れ
る
女
性
と
同
じ
状
況
に
あ
る
者
が
、
B
W
S
を
呈
し
た
殴
打
さ

れ
る
女
性
と
同
じ
心
理
的
特
徴
を
示
す
な
ら
ぱ
、
こ
の
理
論
は
適

用
t
き
る
。
虐
待
者
・
被
虐
待
者
の
性
別
、
あ
る
い
は
虐
待
者
・

被
虐
待
者
が
婚
姻
関
係
に
あ
る
か
否
か
を
問
う
べ
き
で
は
な
い
。

で
は
、
下
館
事
件
に
こ
の
理
論
を
適
用
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　
暴
力
が
頻
発
す
る
状
況
で
、
三
女
性
は
抵
抗
せ
ず
、
怒
り
を
打

ち
消
し
、
恐
怖
感
を
抱
き
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
た
。
三
女
性
は
当

時
の
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
に
書
き
綴
ウ
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

よ
う
な
記
述
が
あ
る
（
［
］
内
は
筆
者
）
。
「
苦
し
み
を
感
じ
て

い
る
様
子
さ
え
見
せ
る
こ
と
も
で
き
ず
、
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ぱ

彼
女
［
ボ
ス
］
は
靴
を
脱
い
で
そ
れ
で
頭
を
殴
り
の
の
し
り
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
を
さ
れ
て
も
誰
も
口
答
え
な
ど
で
き
ず
、
た
だ
つ
ら

い
思
い
を
耐
え
な
が
ら
言
い
な
り
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ぱ
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
」

　
ま
た
「
私
が
逃
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、
私
と
私
の
両
親
の
死
を

　
　
　
（
刷
）

意
味
す
る
」
と
信
じ
込
ま
さ
れ
、
逃
げ
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

「
他
の
人
に
何
か
相
談
し
よ
う
に
も
、
レ
ッ
ク
［
ボ
ス
］
側
の
人
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間
か
も
し
れ
な
い
の
で
そ
れ
も
で
き
ず
、
自
分
の
心
の
な
か
に
全

　
　
　
　
（
6
5
）

部
し
ま
い
込
」
み
、
社
会
的
に
孤
立
し
て
無
力
感
を
学
習
し
た
。

「
生
き
る
も
死
ぬ
も
そ
の
女
性
［
ボ
ス
］
一
人
の
手
中
に
握
ら
れ

　
　
　
　
（
6
6
）

て
し
ま
っ
た
」
結
果
、
殺
す
か
、
殺
さ
れ
る
か
の
ど
ち
ら
か
し
か

な
い
と
考
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
三
女
性
は
、
殴
打
さ
れ
る
状
況
下
で
、
B
W
S
を

呈
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
事
件
へ
の
B
W
S
理
論
の
適

用
は
可
能
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
法
の
主
観
的
要
素
を
含
む
基
準
の
下
で

■
は
、
判
断
者
が
行
為
主
体
の
立
場
に
た
づ
て
、
そ
の
行
為
を
判
断

す
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
客
観
的
判
断
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、

行
為
者
の
個
々
具
体
的
な
状
況
下
で
の
視
点
を
採
り
入
れ
、
そ
の

行
為
の
違
法
性
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ぱ
、
傍

観
者
側
の
主
観
的
判
断
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
行
為
者
側
の

主
観
的
要
素
、
す
な
わ
ち
、
B
W
S
お
よ
び
個
別
事
情
は
、
考
慮

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
B
W
S
は
、
責
任
能
カ
の
欠
如
ま
た

は
減
弱
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
を
呈
し
た
者
は
、
法
規
範

の
命
令
．
禁
止
を
理
解
し
、
そ
れ
に
従
う
て
行
動
す
る
能
力
を
も

つ
。
た
だ
、
特
定
の
社
会
・
文
化
的
環
境
の
な
か
で
の
学
習
の
結

果
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
者
に
と
っ
て
は
、
危
険
が
急
迫
性
を
有
す

る
も
の
と
な
る
。
こ
れ
は
、
一
般
人
の
正
常
な
反
応
と
い
え
よ
う
。

こ
の
前
提
に
基
づ
い
て
、
本
件
に
お
け
る
正
当
防
衛
の
成
否
を
考

え
る
。

　
日
本
に
お
い
て
正
当
防
衛
は
、
危
害
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
者
が
、

銭
組
織
に
よ
る
保
護
を
求
め
る
い
と
ま
の
な
い
場
合
に
認
め
ら

れ
る
。
危
害
が
現
に
加
え
ら
れ
（
よ
う
と
し
）
て
い
る
対
抗
的
な

正
当
防
衛
状
況
で
は
、
保
護
を
求
め
る
こ
と
は
時
間
的
に
不
可
能

で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ぱ
、
時
間
的
余
裕
が
あ
れ
ぱ
、
そ
れ
は
可

能
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
B
W
S
を
呈
し
た
者
は
、
そ
の
垣
常
的
恐

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

怖
心
お
よ
び
社
会
的
現
実
に
よ
り
、
著
し
く
自
由
を
拘
束
さ
れ
、

保
護
を
求
め
ら
れ
な
い
。
B
W
S
理
論
に
よ
る
と
、
時
間
を
経
て

虐
待
関
係
が
長
引
く
ほ
ど
、
拘
束
状
態
は
堅
固
に
な
り
、
保
護
の

追
求
は
永
久
的
に
不
可
能
と
な
る
。
保
護
を
求
め
る
い
と
ま
が
常

態
的
に
剥
奪
さ
れ
た
な
か
で
、
継
続
的
暴
行
が
行
わ
れ
る
。
こ
の

状
況
で
の
継
続
的
暴
行
は
、
一
時
的
に
途
切
れ
る
よ
う
に
見
え
て

も
、
そ
の
効
果
が
現
在
し
て
い
る
。
外
形
上
は
侵
害
が
過
ぎ
去
っ

て
い
る
が
、
新
た
な
侵
害
が
現
に
差
し
迫
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
件
殺
人
時
に
不
正
の
侵
害
は
急
迫
し
て
い
た
。

侵
害
の
急
迫
性
に
つ
い
て
、
主
観
的
要
素
を
考
慮
し
な
い
従
来

の
理
論
に
対
し
、
新
た
な
理
論
で
は
、
B
W
S
お
よ
ぴ
個
別
事
情
　
㎜
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を
採
用
す
る
。
従
来
の
理
論
で
か
り
に
監
禁
状
態
を
認
定
さ
れ
な

く
と
も
、
急
迫
性
を
肯
定
で
き
る
ほ
ど
の
自
由
拘
束
状
態
が
、
こ

こ
で
は
認
め
ら
れ
る
。

　
で
は
、
こ
の
殺
人
は
防
衛
の
た
め
の
行
為
だ
ろ
う
か
、
そ
し
て

必
要
か
つ
相
当
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
B
W
S
を
呈
し
た
者
が
、
虐

待
者
の
就
寝
中
に
殺
さ
れ
る
危
険
を
認
識
し
、
こ
の
平
静
期
が
自

分
の
身
を
守
る
唯
一
の
機
会
だ
と
信
じ
る
こ
と
は
、
合
理
的
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
同
じ
状
況
で
同
じ
事
情
を
認
識
す
る
一
般
人
が
示

す
当
然
の
反
応
で
あ
り
、
客
観
的
事
実
で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て

も
、
こ
の
よ
う
な
防
衛
の
意
思
が
存
在
し
て
い
た
。

　
不
正
の
侵
害
が
急
迫
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
退
避
が
可

能
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
防
衛
行
為
の
必
要
性
が
否
定
さ
れ
は

し
な
い
。
か
り
に
退
避
が
要
求
さ
れ
る
と
し
て
も
、
B
W
S
理
論

に
よ
る
と
、
継
続
的
暴
行
に
囚
わ
れ
た
者
は
、
安
全
に
退
避
で
き

な
い
。
そ
の
た
め
、
B
W
S
を
呈
し
た
者
が
急
迫
す
る
侵
害
を
排

除
す
る
に
は
、
反
撃
す
る
以
外
に
な
い
。
個
別
事
情
を
考
慮
し
て

客
観
的
に
判
断
す
れ
ば
、
粗
暴
な
虐
待
者
か
ら
継
続
的
に
暴
行
さ

れ
る
者
が
、
暴
行
を
排
除
す
る
行
為
に
出
る
と
き
、
武
器
の
使
用

も
や
む
を
え
な
い
。
ま
た
過
去
の
虐
待
を
考
慮
す
る
と
、
生
命
の

危
険
を
生
ぜ
し
め
る
暴
行
に
、
殺
人
で
対
抗
す
る
の
は
相
当
で
あ

る
。
こ
れ
ら
も
、
本
件
に
当
て
は
ま
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
B
W
S
理
論
を
採
用
し
、
同
じ
状
況
で
同
じ

事
情
を
認
識
す
る
一
般
人
の
見
地
か
ら
客
観
的
に
判
断
す
る
と
き
、

下
館
事
件
に
つ
い
て
次
の
こ
と
が
い
え
る
。
生
命
の
危
険
を
生
ぜ

し
め
る
急
迫
不
正
の
侵
害
が
存
在
す
る
な
か
で
、
三
女
性
は
自
分

の
身
を
守
る
た
め
に
虐
待
者
を
殺
し
、
そ
の
殺
人
は
必
要
か
つ
相

当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
。

68　67　66　65　64　63

下
館
事
件
タ
イ
三
女
性
を
支
え
る
会
（
一
九
九
五
）
六
〇
頁
。

下
館
事
件
タ
イ
三
女
性
を
支
え
る
会
（
一
九
九
五
）
九
五
頁
。

下
館
事
件
タ
イ
三
女
性
を
支
え
る
会
（
一
九
九
五
）
四
三
頁
。

下
館
事
件
タ
イ
三
女
性
を
支
え
る
会
（
一
九
九
五
）
三
二
頁
。

藤
木
英
雄
（
一
九
七
二
）
七
五
四
頁
。

前
掲
註
（
7
）
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
日
常
的
被
虐
待
者
が
虐
待
者
を
そ
の
平
静
期
に
殺

し
た
場
合
、
正
当
防
衛
が
成
立
す
る
可
能
性
を
提
示
し
た
。

　
B
W
S
理
論
は
、
多
数
者
側
に
い
る
通
常
人
の
視
点
に
対
し
、

少
数
者
側
に
い
る
通
常
人
の
視
点
を
提
示
す
る
。
日
本
で
行
為
の

違
法
性
を
客
観
的
に
判
断
す
る
た
め
、
こ
の
理
論
を
導
人
す
べ
き

190



（191）　日常的綾虐待者による殺人と正当防衛

で
あ
る
。
こ
の
理
論
の
名
称
は
、
殴
打
さ
れ
る
「
者
」
の
か
な
り

の
部
分
を
女
性
が
占
め
る
と
い
う
現
実
か
ら
来
て
い
る
。
そ
の
虐

待
の
効
果
は
、
女
性
に
限
定
さ
れ
ず
、
殴
打
さ
れ
る
「
者
」
に
見

ら
れ
る
。
親
か
ら
日
常
的
に
虐
待
さ
れ
る
子
ど
も
に
つ
い
て
は
・

被
殴
打
児
童
症
候
群
（
σ
呉
冨
『
＆
g
旨
ω
着
串
o
昌
Φ
）
理
論
が

提
唱
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
虐
待
の
効
果
は
、
殴
打
さ
れ
る
女
性
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
〕

場
合
と
本
質
的
に
同
じ
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
い
っ
て
も
・
B

W
S
理
論
は
、
殴
打
さ
れ
る
「
者
」
、
す
な
わ
ち
、
日
常
的
被
虐

待
者
一
般
に
適
用
す
べ
き
で
あ
る
。
B
W
S
を
用
い
れ
ぱ
、
監
禁

状
態
を
認
定
さ
れ
な
い
事
例
で
も
、
平
静
期
の
殺
人
が
正
当
防
衛

と
な
る
。

　
行
為
者
の
い
わ
ゆ
る
主
観
的
要
素
を
採
り
入
れ
、
B
W
S
を
用

い
た
法
解
釈
は
、
日
常
的
被
虐
待
者
に
対
す
る
司
法
に
よ
る
再
虐

待
を
防
ぎ
、
社
会
的
被
抑
圧
者
の
再
生
産
構
造
を
変
革
す
る
一
助
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だ
ろ
う
o
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犯
罪
」
一
橋
研
究
一
九
巻
一
号
。

木
村
光
江
（
一
九
九
二
）
『
主
観
的
犯
罪
要
素
の
研
究
』
東
京
大
学
出

　
版
会
。

佐
伯
仁
志
（
一
九
九
三
）
「
ア
メ
リ
カ
の
正
当
防
衛
法
」
ジ
ュ
リ
ス
ト

　
一
〇
三
三
号
。

下
館
事
件
タ
イ
三
女
性
を
支
え
る
会
編
（
一
九
九
五
）
『
買
春
社
会
日

　
本
へ
、
タ
イ
人
女
性
か
ら
の
手
紙
』
明
石
書
店
。

奈
良
俊
夫
（
一
九
九
五
）
「
ア
メ
リ
カ
刑
法
に
お
け
る
『
抗
弁
』
法
理

　
の
動
向
（
1
）
」
比
較
法
雑
誌
二
九
巻
一
号
。

藤
木
英
雄
（
一
九
七
二
）
「
誤
想
防
衛
と
違
法
牲
の
阻
却
」
法
学
協
会

　
雑
誌
八
九
巻
七
号
。

フ
レ
ツ
チ
ヤ
ー
．
G
．
P
（
渡
辺
修
・
佐
藤
雅
美
訳
）
（
一
九
九
一
）

　
『
正
当
防
衛
』
成
文
堂
。

法
務
省
刑
事
局
（
一
九
六
四
）
『
ア
メ
リ
カ
法
律
協
会
　
模
範
刑
法
典

　
（
一
九
六
二
年
）
』
刑
事
墓
本
法
令
改
正
資
料
八
号
。

村
井
敏
邦
（
一
九
九
五
）
「
刑
法
と
刑
事
訴
訟
法
の
交
錯
　
第
一
〇
章

　
継
続
的
な
暴
行
、
強
姦
の
被
害
者
と
正
当
防
衛
」
時
の
法
令
一
四
九

　
七
号
。

森
本
陽
美
（
一
九
九
四
）
「
正
当
防
衛
と
被
虐
待
女
性
」
法
学
研
究
論

　
集
一
号
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）
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